
大豆油インクを使用しています 

市の人口●129，372人（＋107人） 
市の世帯数●54，557世帯（＋481世帯） 
 平成２３年１０月１日現在（　）は前年同月との増減 

11.1
【座間市のお知らせ】 893

平成23年 
（2011年） 4.15

【座間市のお知らせ】 904
市の人口●129，493人（＋26人） 
市の世帯数●54，641世帯（＋575世帯） 
 平成２４年３月１日現在（　）は前年同月との増減 

平成24年 
（2012年） 

●大凧まつり情報（8面） 

●ざまインフォメーション（6・7面） 

●平成24年度当初予算（4・5面） 

●みんなの健康（3面） 

●社会全体で支える介護保険制度（2面） 

◆平成２３年（２０１２年）４月１日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集
〒２５２-８５６６
神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号
1０４６（２５５）１１１１（代）5０４６（２５５）３５５０
URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/

◆平成２４年（２０１２年）４月１５日発行
◆座間市市民部広報広聴人権課編集
〒２５２-８５６６
神奈川県座間市緑ケ丘一丁目１番１号
1０４６（２５５）１１１１（代）5０４６（２５５）３５５０
URL：http://www.city.zama.kanagawa.jp/
：http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
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相武台前駅 至新宿 

至小田原 

図書館 ハーモニーホール座間・市役所 ハーモニーホール座間・市役所 

サニープレイス座間 

県立座間谷戸山公園 

※駐車場の利用は午後２時３０分までです。 
※駐車場の収容台数に限りがあるため、来場の際には公共の 
交通機関をご利用ください。 
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（臨時駐車場） 

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中
※新聞を購読されている方には、新聞に折り込まれます。

○新規のお申し込み　申込専用電話　1０４６（２５２）８６８４（広報広聴人権課）
○届かない場合　（株）かなしんサービス　7０１２０（１１１）４２９（無料）

新緑のかにが沢公園にマーチングバンドの演奏も響きます

　市では、管理する市民の憩いの場である公園や広場の花植えなどをし
ていただくボランティアの市民団体、企業などの方を募集しています。
　春と秋の２回、花の植え付け、除草、水やりなどをしていただきます。
　共に地域に根ざしたうるおいのある公園をつくっていきましょう。詳
しくは担当までお問い合わせください。

担当 公園緑政課　1０４６（２５２）７２２１　5０４６（２５５）３５５０

○対象団体　市内の各種市民団体、企
業、学校など

○対象地　市の保有する公園、子ども
広場、多目的広場、緑地

※花は市で用意します。

催催催催催催催催催催催ししししししししししし物物物物物物物物物物物コココココココココココーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーー

自然観察会（受け付け　午前１０時１０分～）、緑の相談、菊販売、さつき展示、アレンジメント
教室、手作り花器、バザー、模擬店・各種販売

メイン会場プログラム時　間

オープニングセレモニー・植樹式９：３０～１０：００

吹奏楽演奏１０：１０～１０：４０

一輪車パレード、マーチングバンド演奏１０：４５～１１：１５

祭ばやし１１：１５～１１：３５

ひまわりキャンペーン１１：４０～１２：１０

レクリエーションダンス１２：１０～１２：４０

祭ばやし１２：４０～１３：００

鳴子おどり１３：００～１３：３０

フィナーレセレモニー１３：４５～１４：００

　

市
緑
化
祭
り
実
行
委
員
会
で
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二
十
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緑
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祭
り
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行
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す
。

　

今
年
は
「
育
て
よ
う　

未
来

へ
つ
な
ぐ　

緑
と
心
」
を
テ
ー

マ
に
、
各
種
催
し
の
発
表
や
自

然
観
察
会
な
ど
緑
に
関
す
る
コ

ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

新
緑
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季
節
に
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緑
豊
か
な

か
に
が
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公
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一
日
を
過
ご
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
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ボランティア団体の協力できれいに
管理されているかにが沢公園の花壇

花とうるおいのある公園づくりに参加しませんか？花とうるおいのある公園づくりに参加しませんか花とうるおいのある公園づくりに参加しませんか？？（花とうるおいのある緑化事業）
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○とき
４月２９日（日）
午前９時３０分～
午後２時

○ところ
かにが沢公園

※来場には公共交通機関を
ご利用ください。
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介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
な
方
を
社
会
全
体
で
支
え
る

制
度
で
す
。
運
営
は
市
が
主
体
と
な
り
、
市
の
公
費
と
介
護
保
険

料
で
制
度
を
支
え
て
い
ま
す
。
市
は
、
こ
の
介
護
保
険
料
を
三
年

に
一
度
見
直
し
て
お
り
、
平
成
二
十
四
年
度
は
こ
の
見
直
し
の
年

に
当
た
り
ま
す
。
今
後
三
年
間
、
市
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
を
ま
か
な
え
る
よ
う
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
利
用
量

の
増
加
を
考
慮
し
、
基
準
額
を
決
定
し
ま
し
た
。
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特
別
徴
収
の
方
へ

「
仮
徴
収
」
の
お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
料
は
、
所
得
段
階
別
に
設

定
さ
れ
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
の

保
険
料
の
金
額
は
、
昨
年
度
の
所
得
が

決
定
す
る
六
月
以
降
に
算
定
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
特
別
徴
収
の
方
は
、
二
月

に
年
金
か
ら
差
し
引
い
た
金
額
と
同
じ

額
を
「
仮
徴
収
」
と
し
て
四
、
六
、
八

月
支
給
の
年
金
か
ら

差
し
引
き
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

十
月
以
降
は
、
年

額
保
険
料
よ
り
仮
徴

収
の
合
計
額
を
引
い

た
金
額
を「
本
徴
収
」

と
し
て
十
、
十
二
、

二
月
支
給
の
年
金
か

ら
差
し
引
き
ま
す（
下

表
参
照
）
。

　市では、地震に強いまちづくりを進めるため、木造住宅の耐震診断や
耐震改修工事などに掛かる費用の一部を次のとおり補助しています。今
年度は、さらに耐震化を促進するため、昨年度まで補助額が最大７０万円
だったところを、市内施工業者の場合、さらに２０万円を加算します。
　対象は、昭和５６年５月３１日以前に在来工法で建築された階数が２階以
下の木造住宅で、申請者が所有し居住している建築物とし、市が実施す
る「木造住宅無料耐震相談」を受けた方です（枠組壁工法・プレハブ工
法の建築物は対象外です）。
１　耐震診断（現地調査）
○対　象　市が実施する無料耐震相談を受けた市民が所有し、居住する
木造住宅

○補助額　掛かった診断費用の２分の１（上限５万円）
○補助件数　２０件程度
２　改修計画書作成費（設計）
○対　象　上記の耐震診断を受けた結果、総合評点が１．０未満の木造住宅
○補助額　掛かった作成費用の２分の１（上限５万円）
○補助件数　２０件程度
３　耐震改修工事および現場立会い
○対　象　上記改修計画書に基づき実施する耐震改修工事
○補助額　
　● 基礎補助額：掛かった工事費用の２分の１（上限５０万円）
　● 所得加算：世帯収入が２１４，０００円／月以下の場合　上限２０万円加算
　● 市内施工業者加算：市内業者が工事を行った場合　上限２０万円加算
　● 現場立会い費用：掛かった立ち会い費用の２分の１（上限３万円）
○補助件数　１０件程度
※上記補助制度はそれぞれ単独では利用できません。無料耐震相談を受
けてから１から順に段階的にご利用ください。
※この補助は、市木造住宅耐震診断技術者名簿に登載された耐震診断技
術者が診断や工事の現場立ち会いを実施することが条件です。
※市では、建物の耐震診断や改修などについて、電話や訪問などによる
戸別の勧誘はしていません。
担当 ��������� 建築住宅課　1０４６（２５２）７３９６　5０４６（２５５）３５５０

　平成２４年４月から、介護保険が適用される介護サービスの一部につい
て、国は介護報酬（介護サービスを提供した事業所・施設に支払われる
報酬）１単位当たりの単価を見直しました（下表参照）。
　このことにより、介護サービスの利用者負担額が変更になります。現
在利用しているサービスの内容が、平成２４年３月以前と変わりがなくて
も、負担額が増える場合がありますので、ご注意ください。
　詳しいサービスの種類や利用者負担額などの確認は、担当、介護支援
専門員（ケアマネジャー）、または介護サービスを提供する事業所や施
設にお尋ねください。

介護報酬１単位当たりの単価見直し
４月以降

介護報酬１単位
当たりの単価

介護サービスの種類
（介護予防サービスを含む）

１０．４２円訪問介護／訪問入浴介護／訪問看護／定期巡回・随時対応
型訪問看護など（全６種類）

１０．３３円訪問リハビリテーション／通所リハビリテーションなど
（全５種類）

１０．２７円通所介護など（全１０種類）

※国が指定する地域区分（座間市は５級地）の場合です。

担当 ��������� 介護保険課　1０４６（２５２）７７１９　5０４６（２５２）８２３８

所得段階一覧 ���������������� ※１０円未満切り捨て
保険料（年額）対　象　者段階

２５，５６０円基準額（円）
×０．４８

生活保護受給者又は老齢福祉年金受給者で、世
帯全員が市民税非課税の方１

２６，６３０円基準額（円）
×０．５０

世帯全員が市民税非課税の方で、本人の前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円
以下の方

２

３７，２８０円基準額（円）
×０．７０

世帯全員が市民税非課税の方で、本人の前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合計が８０万円
を超え１２０万円以下の方

３

３８，８８０円基準額（円）
×０．７３

世帯全員が市民税非課税の方で、本人の前年の
合計所得金額と課税年金収入額の合計が１２０万
円を超える方

４６，８７０円基準額（円）
×０．８８

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人
は市民税非課税の方（本人の前年の合計所得金
額と課税年金収入額の合計が８０万円以下の方）４

５３，２６０円基準額（円）
×１．００

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人
は市民税非課税で、上記に該当しない方

６６，５８０円基準額（円）
×１．２５

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
１９０万円未満の方５

８２，５６０円基準額（円）
×１．５５

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
１９０万円以上３００万円未満の方６

９０，５５０円基準額（円）
×１．７０

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
３００万円以上４００万円未満の方７

９５，８８０円基準額（円）
×１．８０

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
４００万円以上５００万円未満の方８

９６，９４０円基準額（円）
×１．８２

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
５００万円以上６００万円未満の方９

１０２，２７０円基準額（円）
×１．９２

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
６００万円以上７００万円未満の方１０

１０３，８７０円基準額（円）
×１．９５

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
７００万円以上８００万円未満の方１１

１０９，１９０円基準額（円）
×２．０５

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が、
８００万円以上の方１２

特別徴収の仮徴収と本徴収
平成２４年度

２月１２月１０月８月６月４月
年額保険料から

仮徴収額を引いた金額
平成２３年度２月と

同額

支援しています！
木造住宅の耐震診断や耐震改修工事

介護報酬の改定に伴い一部の
介護サービスの利用者負担額を変更
介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護報報報報報報報報報報酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬のののののののののの改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定にににににににににに伴伴伴伴伴伴伴伴伴伴いいいいいいいいいい一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部のののののののののの

介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護ササササササササササーーーーーーーーーービビビビビビビビビビススススススススススのののののののののの利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用者者者者者者者者者者負負負負負負負負負負担担担担担担担担担担額額額額額額額額額額をををををををををを変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更

社
会
全
体
で
支
え
る 

介
護
保
険
制
度 
社
会
全
体
で
支
え
る 

介
護
保
険
制
度 
社
会
全
体
で
支
え
る 

介
護
保
険
制
度 

〜
介
護
保
険
料
が
見
直
し
に
〜 

◆
平
成
二
十
四
年
度
の
介
護
保

険
料

　

市
内
在
住
の
六
十
五
歳
以
上

の
方
（
第
一
号
被
保
険
者
）
が

納
付
す
る
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
の
保
険
料
基
準
額
は
年
額
五

万
三
千
二
百
六
十
円
と
な
り
ま

す
。
実
際
に
納
付
す
る
保
険
料

は
、
こ
の
基
準
額
を
基
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
得
段
階
に
応
じ
て

十
二
段
階
に
な
り
ま
す
（
左
表

参
照
）
。

　

な
お
、
対
象
者
が
納
付
す
る

保
険
料
の
年
額
は
、
六
月
に
お

送
り
す
る
介
護
保
険
料
決
定
通

知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法

　

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の
二
通

り
あ
り
ま
す
。
普
通
徴
収
は
、

市
か
ら
お
送
り
す
る
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
、
一
年
分
を

十
回
に
分
け
て
六
月
か
ら
納
付

し
ま
す
。
対
象
は
、
年
度
の
途

中
で
六
十
五
歳
以
上
に
な
っ
た

方
、
転
入
し
た
方
、
年
金
を
受

給
し
て
い
な
い
方
、
年
金
の
年

間
受
給
額
が
十
八
万
円
未
満
の

方
で
す
。

　

特
別
徴
収
は
、
年
金
か
ら
差

し
引
き
で
納
付
し
ま
す
。
対
象

は
、
年
金
の
年
間
受
給
額
が
十

八
万
円
以
上
の
方
で
す
。
（
特

別
徴
収
に
該
当
す
る
方
は
、
左

下
の
「
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ
」）

を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

　

市
で
は
、
介
護
保
険
料
が
第

一
段
階
（
生
活
保
護
受
給
者
を

除
く
）
か
ら
第
三
段
階
ま
で
の

方
の
う
ち
、
生
活
が
著
し
く
困

難
と
認
め
ら
れ
た
方
の
介
護
保

険
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
減
免
の
対
象
と
な
る
方

は
、
平
成
二
十
三
年
中
の
収
入

が
「
生
活
保
護
基
準
以
下
」
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の

減
免
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
本
年
度
分
に
つ
い

て
は
、
六
月
二
十
九
日
（
金
）

ま
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
の
申
請
は
七
月

以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

そ
の
場
合
、
減
免
の
期
間
は
当

該
申
請
が
あ
っ
た
日
の
属
す
る

月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

◆
低
所
得
者
の
方
の
食
費
・
居

住
費
の
負
担
軽
減

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護

老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
を
利
用
す
る
場
合（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
の
食

費
と
居
住
費
に
つ
い
て
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
が
、
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
や
世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税
の
方
は
、
市
へ

申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
、
食
費
と
居
住
費

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
証
の
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
適
用
は
申

請
し
た
月
の
初
日
か
ら
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
申
請
は
毎
年
必

要
に
な
り
、
有
効
期
限
は
毎
年

六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
現
在

認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
七

月
以
降
も
対
象
と
な
る
方
に
は
、

六
月
中
に
更
新
の
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
同
封
の

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。



広報ざま【座間市のお知らせ】No.９０４　　平成２４年（２０１２年）４月１５日●３ 

担当　健康づくり課 　1046（252）7225　5046（255）3550

7０１２０（８６７）８６０（通話料無料）
※携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話からは  
1０３（３２３４）２０２６へ、聴覚障がい者は専用ファクス
5０３（３２３０）１１９９へ（通話・通信料発信者負担）。
担当 医療課　1０４６（２５２）７２９５　5０４６（２５２）７０４３

座間市２４時間健康電話相談2

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽
ところ＝市民健康センター▽対象＝３カ月～７歳６カ
月未満（なるべく１歳６カ月までに）

▽とき＝①４月１６日（月）②２７日（金）午後１時１５分
～２時１５分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康
センター▽対象＝①②平成２４年１月生まれ（対象者に
は個人通知します）と対象月に受けられなかった６カ
月未満児

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・育児の相談▽持
ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝４月２６日（木）午前１０時～１１時３０分（受け付
けは午前９時５０分まで）▽ところ＝市民健康センター
▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子どもの発達や
予防接種について▽対象＝おおむね５カ月～６カ月児
とその保護者（これから離乳食を始める赤ちゃん）▽
定員＝３０人（申込順）▽持ち物＝母子健康手帳、ティ

ースプーン▽申込方法＝電話予約

▽とき＝随時▽ところ＝市役所２階健
康づくり課▽内容＝食事療法や健康全
般についての栄養士・保健師による相
談▽持ち物＝健康手帳（お持ちでない
方には当日発行）▽申込方法＝電話予約

▽とき＝①４月２３日（月）午後１時３０分～２時３０分②
２５日（水）午後９時３０分～１０時３０分受け付け▽ところ
＝①市民健康センター②市公民館▽内容＝身体測定、
尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談、禁煙相談（対
象は１カ月以内に禁煙を始めたい方。要予約）▽持ち
物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

ポリオ投与 健康相談
個別健康相談

ＢＣＧ接種

受付時間ところと　き

午前９時３０分
～１０時３０分

市民健康センター４月２０日（金）
市公民館４月２５日（水）

　市では、走行中に二酸化炭素や窒素酸化
物の排出の無い電気自動車を購入する市民
の皆さんに、予算の範囲内で助成金を交付
します。
　助成対象要件や申請方法は次のとおりで
す。必要書類など詳しくは、市ホームペー
ジをご覧いただくか担当にお問い合わせく
ださい。
○助成対象
（１）住民票を移してから現在まで１年以上継続して市内に在住す

る方が購入した場合
（２）現在まで１年以上継続して市内に事務所か事業所を有する法

人や個人事業者が購入した場合
※どちらも市税の滞納が無く、平成２５年３月１５日（金）までに購入
手続きが完了できる方が条件です。
○助成対象車　
（１）搭載されたリチウムイオン電池によって駆動する電動機を原

動機とする自動車であって、神奈川県から当該自動車の購入の
際に助成金を受けることができる車両

（２）購入する電気自動車の保管場所が市内にあること
（３）未登録の車両であること
○助成金額　１台につき１０万円
※市内の事業所で生産されたリチウムイオン電池を搭載する電気自
動車の場合は、２０万円を加算（平成２４年３月１５日現在、対象車両は
日産リーフのみ）。
○受付期間　４月２３日（月）～平成２５年２月２２日（金）
※申込順で申請を受け付け、助成額の累計が予算額に達した時点で
受け付けを終了します。
○申請方法　購入日（自動車検査証の交付日）の７日前までに申請書
に必要書類を添え、直接窓口か郵送で提出
※申請書類に不備がある場合は受け付けできません。
※受付日が同じ場合、郵送よりも窓口への直接提出が優先されます。

担当　　　　　　　　環境政策課　1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３

　市では、環境に優しい自然再生エネルギーの活用を推進するため、太陽光
発電設備（住宅用）を設置しようとする方に、予算の範囲内でその費用の一
部を助成します。
　助成対象要件や申請方法、必要書類など詳しくは、市ホームページをご覧
いただくか担当にお問い合わせください。
○助成対象　次の用件を満たす市内の自ら居住している住宅または居住する
予定の住宅に新たに太陽光発電設備を設置する方
（１）市税の滞納が無い方
（２）電力会社との電力受給契約の締結を平成２５年３月１５日（金）までに

完了できる方
（３）市から本制度による補助を受けていない方
（４）太陽光発電設備を設置する住宅を所有していない場合は、書面によ

り所有者の承諾を得ている方
（５）共同住宅の場合は発電設備により発電した電気を自らの居住区画内

でのみ使用する方
※太陽光発電設備を設置済みの方や工事中の方、太陽光発電設備付き住宅
を購入済みの方は対象になりません。

○助成金額　予算の範囲内で、次に示す市と県の助成金額の合計額
（１）市の助成金額は、１万５，０００円に太陽電池の最大出力を乗じて得た額
（１，０００円未満切り捨て）。５万２，０００円を超えた場合は５万２，０００円。

（２）県の助成金額は、１万５，０００円に太陽電池の最大出力を乗じて得た額
（１，０００円未満切り捨て）。５万２，０００円を超えた場合は５万２，０００円。

○予定件数　１４０件程度
○受付期間　４月２３日（月）～平成２５年２月２２日（金）
※申込順で申請を受け付け、助成額の累計が予算額に達した時点で受け付
けを終了します。キャンセル待ちはありません。

○申請方法　太陽光発電設備設置の工事の着手または住宅の購入（引渡し）
日の７日前までに申請書に必要書類を添え、直接窓口か郵送で提出
※申請書類に不備がある場合は受け付けできません。
※受付日が同じ場合、郵送より窓口への直接提出が優先されます。

担当　　　　　　　　　　　環境政策課　1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３

とき（指定日厳守）
対　象

１６日～末日生まれ１日～１５日生まれ
４月１８日（水）７月生まれ

４月２０日（金）４月１９日（木）８月生まれ
４月２４日（火）４月２３日（月）９月生まれ
４月２６日（木）４月２５日（水）１２月生まれ

赤ちゃん教室

育児相談

※聴覚障がい者専用問い合わせ先　5０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

救急診療 担当　医療課　1046(２５２)７２９５　5046(２５２)７０４３
◆休日（日曜日・祝日）昼間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内　科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯　科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６(２５１)０１１９でご確認ください。外科・婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）
◆夜　間

受付時間診療場所電話番号診療科目
月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内　科

午後６時～１０時（診療時間）消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。外　科
月曜～金曜日　　：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

◆深　夜

診療時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

太太太太太太太太太太太太太陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽光光光光光光光光光光光光光発発発発発発発発発発発発発電電電電電電電電電電電電電設設設設設設設設設設設設設備備備備備備備備備備備備備（（（（（（（（（（（（（住住住住住住住住住住住住住宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅用用用用用用用用用用用用用）））））））））））））
設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置費費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用ををををををををををををを

電電気気自自動動車車購購入入助助成成制制度度ののごご利利用用をを
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　本市の目指すまちの姿「ともに織りなす　活力と個性　きらめくまち」の実現のた
め、９つの将来目標を立てて、より効率的で質の高い行政サービスの提供ができるよ
う、目標に沿って次のとおり事業を展開していきます。

９９９９９９９９９９９つつつつつつつつつつつののののののののののの将将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来来目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標ととととととととととと主主主主主主主主主主主ななななななななななな施施施施施施施施施施施策策策策策策策策策策策

平成２４年度　一般会計歳入歳出構成図 

民生費 
１５３億３，０８７万７千円 
４３．４％ 

市民税 
８３億６，４７２万２千円 
２３．７％ 

その他 ２０億４，６３３万２千円 
５．８％ 

歳入総額 
３５２億８，５１７万円 

歳出総額 
３５２億８，５１７万円 

国定資産税 
７１億２，２９６万９千円 
２０．２％ 

国庫支出金 
６３億３，６２４万２千円 
１８．０％ 

地方交付税 
２２億７，７４７万５千円 

６．４％ 

県支出金 
１９億９，２４３万８千円 

５．６％ 

地方消費税交付金 
１０億５，４８１万４千円 

３．０％ 

繰入金 
７億１,００４万４千円 

２．０％ 

繰越金 ７億円 
２．０％ 

市債 
２８億５，４０８万４千円 

８．１％ 

その他市税 
１８億２，６０５万円 
５．２％ 

総務費 
４３億５３４万１千円 
１２．２％ 

公債費 
３５億７，４８４万６千円 
１０．１％ 

土木費 
３４億２，３５０万４千円 
９．７％ 

衛生費 
３１億７，２７６万８千円 
９．０％ 

教育費 
３１億２，２５９万８千円 
８．９％ 

消防費 
１５億９，２０５万４千円 

４．５％ 

その他 
７億６，３１８万２千円 
２．２％ 

歳出（目的別） 歳　入 

民生費 
１５３億３，０８７万７千円 
４３．４％ 

市民税 
８３億６，４７２万２千円 
２３．７％ 

国定資産税 
７１億２，２９６万９千円 
２０．２％ 

国庫支出金 
６３億３，６２４万２千円 
１８．０％ 

総務費 
４３億５３４万１千円 
１２．２％ 

公債費 
３５億７，４８４万６千円 
１０．１％ 

土木費 
３４億２，３５０万４千円 
９．７％ 

衛生費 
３１億７，２７６万８千円 
９．０％ 

教育費 
３１億２，２５９万８千円 
８．９％ 

一般会計歳出（性質別）対前年度比較 

人件費 

１２０ 
億円 

１００ 

８０ 

６０ 

４０ 

２０ 

０ 
物件費 維持 

補修費 
扶助費 補助費等 その他 投資的 

経費 

２３年度 
２４年度 

○成人歯科健診事業　２９６万円【財源内訳　市の負担額２９６万円】
　成人歯科健診に口腔がん検診を追加します。
○休日昼間救急診療事業　２，０９０万円
　【財源内訳　基金からの繰入金１５０万円・市の負担額１，９４０万円】　
　市内医療機関から救急病院へ搬送が必要な新生児のために、搬送用保
育器を購入し、産科救急診療の充実を図ります。

○児童発達支援等事業　６，００２万円【財源内訳　国の負担額３，００１万
円・県の負担額１，５００万円・市の負担額１，５０１万円】

　施設に通う障がい児に対し地域支援を実施します。
○保育所耐震事業　８，７４７万円
　【財源内訳　基金からの繰入金２，５００万円・市の負担額６，２４７万円】
　保育所の耐震化の推進を図ります。

○県央三市消防指令業務共同運用事業　３，２１５万円
　【財源内訳　市債１，８５０万円・市の負担額１，３６５万円】
　座間市、海老名市、綾瀬市の三市で消防指令業務共同運用を実施する
ための準備を進めます。
○市民活動サポートセンター
運営事業　８８９万円【財源内
訳　市の負担額８８９万円】

　市民活動サポートセンターの充
実を図ります。
○地域防災計画修正事業　
５０２万円【財源内訳　市の負担
額５０２万円】

　県の地域防災計画との整合性を図りながら市の地域防災計画の修正を
行います。

○小・中学校普通教室等空調整備事業　２，７９５万円
　【財源内訳　基金からの繰入金１，７３５万円・市の負担額１，０６０万円】
　東日本大震災の影響で延期をした小・中学校の空調機整備について、
電力供給などを考慮した中で、小学校３校・中学校３校の基本設計・実
施設計を行います。
○小・中学校災害対策関係経費　１９２万円
　【財源内訳　市の負担額１９２万円】
　小・中学校の災害対策として、保存用カンパ
ン、非常用電源装置などを整備します。

○木造住宅耐震診断・耐震改修事業　１，１６７万円【財源内訳　国の
負担額５２４万円・県の負担額２６０万円・市の負担額３８３万円】

　木造住宅耐震診断・耐震改修事業の補助額などを充実します。
○住居表示整備事業　９７万円【財源内訳　市の負担額９７万円】
　相武台地区の住居表示実施に向け、準備を進めます。
○相模が丘仲よし小道再生整備事業　８，８３２万円
　【財源内訳　国の負担額５，１００万円・市の負担額３，７３２万円】
　市民と協働で進める地域コミュニティの核となるような緑道の整備を
継続します。
○市道１３号線道路施設改修事業
　２億１，５３５万円
　【財源内訳　国の負担額７，７００万円・市債
５，６７０万円・市の負担額８，１６５万円】
　市道１３号線の整備などを行い、交通渋滞
の緩和と通行の安全に努めます。

○環境対策事業　４，２６５万円
　【財源内訳　県の負担額３００万円・市の負担額３，９６５万円】
　水源涵養地森林整備事業、四ツ谷配水管理所太陽光発電設備設置事業
を実施します。
○災害対策事業　２億８，２８７万円
　【財源内訳　市債２億４，９００万円・市の負担額３，３８７万円】
　第三水源の耐震化工事、羽根沢受水場発電設備設置工事を実施します。

○環境基本計画策定事業　９９万円【財源内訳　市の負担額９９万円】
　市民・事業者・行政が三位一体となって取り組むための環境基本計画
を策定します。
○地域水田農業推進事業　４０８万円【財源内訳　市の負担額４０８万円】
　さがみ農業協同組合乾燥センターの乾燥機入替等工事に補助します。
○中小企業事業資金利子補助事業　３，３４６万円
　【財源内訳　市の負担額３，３４６万円】
　経営改善貸付利子補助制度を導入します。

○計画推進のために必要な事業を継続して行っていきます。

○計画推進のために必要な事業を継続して行っていきます。

1 笑顔あふれる　健やかなまち

2 支え合い　思いやりに満ちた　やすらぎのまち

3 共に考え　共に歩む　安心のまち

4 のびやかに　豊かな心　はぐくむまち

5 暮らし快適　魅力あるまち

6 きよらかな水　大切に守るまち

7 地球にやさしい　活力あるまち

8 未来志向　柔軟な発想　確かな行政経営

9 市民起点　的確な判断と行動　
信頼される行政運営
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歳出合計　２７５，５１５円市民一人当たりの年間支出

土木費公債費総務費民生費

２６，７３２円２７，９１３円３３，６１７円１１９，７０７円

道路や公園など公共の場
の整備に市が借りたお金の返済に企画・立案や内部管理に

高齢者や障がい者への生
活支援、保育所の運営な
ど福祉のために

その他消防費教育費衛生費

５，９５９円１２，４３１円２４，３８２円２４，７７４円

商業や農業の振興、議会
運営に

安全を守る消防や救急業
務に

学校教育、文化・スポー
ツの充実に

ごみ処理などの生活環境
の推進に

　

市
の
平
成
二
十
四
年
度
当
初

予
算
が
、
三
月
の
市
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
予
算
額
は
、
三
百
五
十

二
億
八
千
五
百
十
七
万
円
。
前

年
度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
、

三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
十
二
億

六
千
九
百
十
四
万
二
千
円
の
減

に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
手
当
等
支
給
事
業
費

を
除
い
た
場
合
の
予
算
額
は
、

前
年
度
に
対
し
て
、
二
・
〇
パ

ー
セ
ン
ト
、
六
億
八
千
七
百
八

十
六
万
三
千
円
の
減
に
な
り
ま

す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
に
四
つ

の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

の
予
算
額
を
加
え
た
市
の
予
算

総
額
は
、
六
百
三
十
九
億
六
千

七
百
七
十
三
万
六
千
円
。
前
年

●用語解説

度
当
初
予
算
額
に
対
し
て
二
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
、
十
六
億
四
千

百
一
万
四
千
円
の
増
に
な
り
ま

し
た
。

て
は
、
前
年
度
を
下
回
り
、
財

源
の
不
足
を
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
な
ど
に
よ
り
補
わ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
額
は
、

一
般
会
計
予
算
額
は
、

３
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
減

３
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
減

歳　

入

歳　

出

歳　入

市民税や固定資産税などの市に納められた税金市 税

国から交付される補助金や負担金など国 庫 支 出 金

公共施設の整備などをするときに借りる市の借金市 債

国税として納められた後、地方公共団体の財政需要
により配分される税金地 方 交 付 税

県から交付される補助金や負担金など県 支 出 金

県に納められた地方消費税の２分の１に相当する額
を、市町村の人口および従業員数であん分して、各
市町村に交付されるお金

地 方 消 費 税
交 付 金

積み立てられた資金などから引き出したお金繰 入 金

前年度から繰り越したお金繰 越 金

使用料・手数料などそ の 他

歳　出（性質別）

市職員給与、市議会議員報酬などの経費人 件 費

性　

質　

別

臨時職員賃金、業務委託料などの経費物 件 費

公共用施設などの効用を保全するための経費維持補修費

生活保護、子ども手当等、医療扶助などに支出され
る経費扶 助 費

負担金、補助金、交付金などの経費補 助 費 等

市の借金の元金と利子を支払うための公債費や一般
会計と特別会計の間で、相互に支出される繰出金な
どの経費

そ の 他

道路の整備や公共施設建設のための経費投資的経費

※歳出（目的別）の用語については、「市民一人当たりの年間支出」を参
照してください。 

　

ま
た
、
現
下
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
、
今
後
の
事
業
執

行
に
当
た
っ
て
財
源
不
足
な
ど

の
危
機
的
な
状
況
を
回
避
し
、

施
策
、
事
業
を
着
実
に
推
進
し

て
い
く
た
め
、
平
成
二
十
四
年

二
月
二
日
に
「
座
間
市
緊
急
財

政
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
喫
緊
の
課
題
と
し
て
効
率

的
な
事
業
執
行
な
ど
に
よ
る
歳

出
抑
制
対
策
、
安
定
的
な
財
源

確
保
対
策
に
つ
い
て
、
間
断
な

く
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

財
政
課

1
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

歳歳
入入
・・
歳歳
出出
のの
見見
通通
しし
はは

BANK

消 防 署  

消 防 署  

paramedic

八 

　

歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収

入
の
う
ち
個
人
市
民
税
に
つ
い

て
は
、
微
増
に
留
ま
る
見
込
み

で
、
法
人
市
民
税
の
増
収
が
見

込
ま
れ
る
も
の
の
、
固
定
資
産

税
は
地
価
の
下
落
、
評
価
替
え

に
伴
う
家
屋
の
減
価
な
ど
に
よ

り
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
市

税
全
体
で
は
、
前
年
度
に
対
し

て
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
千

七
百
八
十
一
万
一
千
円
増
と
若

干
上
回
る
程
度
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

　

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、

義
務
的
経
費
の
う
ち
人
件
費
と

公
債
費
は
減
と
な
る
見
込
み
で

す
が
、
子
ど
も
手
当
等
を
除
い

た
扶
助
費
の
伸
び
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
二
十

三
年
度
以
上
に
厳
し
い
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的
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市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
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高
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化
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社
会
情
勢
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化
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適
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に
対
応
し
、
質
の
高
い
継
続
的

な
行
政
サ
ー
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ス
を
推
進
し
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い
く
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め
の
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算
を
編
成
し
ま

し
た
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年
度
は
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策
定
し
た
第
四
次
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間
市
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合
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画
の
二
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で
あ
り
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標
と
す
る
ま
ち
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姿
「
と
も
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織
り
な
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活
力
と
個
性　

き

（千円）　　　平成２４年度会計別予算

増減率（％）増減額平成２３年度平成２４年度区　　　　分

▲３．５▲１，２６９，１４２３６，５５４，３１２３５，２８５，１７０一 般 会 計

（▲２．０）（▲６８７，８６３）（３３，６９６，０１９）（３３，００８，１５６）（子ども手当等を除く。）

５．６７４４，９１４１３，２５３，９８８１３，９９８，９０２国 民 健 康 保 険 事 業

特

別

会

計

▲７．６▲２５４，４２２３，３３５，３５５３，０８０，９３３公 共 下 水 道 事 業

１２．８６９２，５４８５，４１５，５５８６，１０８，１０６介 護 保 険 事 業

１７．２１５０，４８６８７６，０３３１，０２６，５１９後期高齢者医療保険事業

５．８１，３３３，５２６２２，８８０，９３４２４，２１４，４６０小 計

５４．５１，５７６，６３０２，８９１，４７６４，４６８，１０６水 道 事 業 会 計

２．６１，６４１，０１４６２，３２６，７２２６３，９６７，７３６合 計

（３．７）（２，２２２，２９３）（５９，４６８，４２９）（６１，６９０，７２２）（子ども手当等を除く。）
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市健康ウオーキング実行委員募集

○と　き　４月２７日（金）～平成２６
年３月（約２年間）
　※第１回目会議は４月２７日（金）
午後７時～。
○ところ　座間市役所・座間市周辺
○内　容　年２回開催される市健康
ウオーキングの企画・運営。年に
数回の会議と会場の下見・当日の
ウオーキングの進行付き添いなど
○対　象　約１５キロメートルのウオ
ーキングができる方
　※年間６回程度の夜間に開催する
会議に出席できる方。
○定　員　２０人（申込順）
○申込方法　４月２６日（木）までに
電話、ファクスまたは直接担当へ
担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

福祉に関する
論文（作文）・標語を募集

　日ごろから福祉について思ってい
る事や体験した事などを募集します。
○応募資格　市内在住・在勤・在学者
○応募規定　▽論文（作文）＝４００字
詰め原稿用紙５枚以内▽標語＝一
人１点、いずれも自作品で未発表
のもの
○応募方法　作品に住所、氏名、ふ
りがな、年齢、性別、職業、電話
番号を記入し５月３１日（木）まで
に〒２５２－８５６６市役所福祉長寿課
宛てに郵送または持参（応募作品
は返却しません）
○その他　応募者全員に参加賞を贈
呈、優秀作品は８月に開催する福
祉大会に展示し表彰
担当　　　　　　　　　福祉長寿課
　1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５６）３６００

日本赤十字社社員増強運動

　日本赤十字社の活動は、皆さんの
協力金により運営されています。５
月は日本赤十字社員増強運動月間で
す。自治会を通して協力を呼び掛け
ますので、皆さんのご協力をお願い
します。
　なお、座間市地区での平成２３年度
社員増強運動浄財総額は約６９０万円
でした。皆さんの温かいご支援、ご
協力に深く感謝申し上げます。
担当　　日本赤十字社神奈川県支部
座間市地区事務局（福祉長寿課内）
　1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５６）３６００

精神疾患を持つ方を支えるために
家族教室を開催

　精神疾患を持つ方を支える家族が
集い、「病気についての理解や日ご
ろの悩み」などを気兼ねなく話し合
う場です。
○と　き　４月１７日（火）午後１時
３０分～３時３０分
　※毎月第３火曜日に開催。

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）２階会議室

○対　象　市内在住で、精神疾患を
持つ方の家族

○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７１３２　5０４６（２５２）７０４３

県障害者スポーツ大会

【身体・知的障害者卓球・サウンド
テーブルテニス大会】
○と　き　６月１０日（日）午前９時
３０分～
○ところ　県立体育センタースポー
ツアリーナ（藤沢市善行）

○申込方法　５月２日（水）までに
電話で担当へ

【身体・知的障害者フライングディ
スク大会】
○と　き　６月２４日（日）午前９時
３０分～
○ところ　海老名市役所西側催事広
場（海老名市勝瀬）

○申込方法　５月２３日（水）までに
電話で担当へ

【身体・知的障害者水泳大会】
○と　き　７月１日（日）午前９時
３０分～
○ところ　さがみはらグリーンプー
ル（相模原市中央区横山）

○申込方法　５月３０日（水）までに
電話で担当へ

【共通事項】
聴覚障がい者のみファクスでの申し
込みも可。
担当　　　　　　　　障がい福祉課
　1０４６（２５２）７９７８　5０４６（２５２）７０４３

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
支給額が変更

　平成２４年４月分以降の支給額が、
次のとおり変更されます。
○児童扶養手当＝４１，４３０円～９，７８０
円（月額）

○特別児童扶養手当＝（１級）５０，４００
円、（２級）３３，５７０円
※４月に振り込まれる手当は平成２４
年３月分までのものなので、支給金
額の変更はありません。
※児童扶養手当、特別児童扶養手当
のどちらも支給要件と所得制限があ
ります。
担当　　　　　　　　子育て支援課
　1０４６（２５２）７２０１　5０４６（２５２）７０４３

市森林計画変更案の縦覧

　市では、森林法に基づき、市森林
計画の案を作成しました。この計画
に意見がある場合は、期間中、意見
書を提出することができます。
○縦覧期間　４月１６日（月）～５月１５
日（火）午前８時３０分～午後５時１５
分（土曜・日曜日、祝日を除く）

○縦覧場所　市役所４階公園緑政課
担当　　　　　　　　　公園緑政課
　1０４６（２５２）７２２１　5０４６（２５５）３５５０

小・中学校の就学費用を援助

　小・中学生の保護者で経済的にお
困りの方を対象に、就学費用の一部
を援助しています。援助内容は、学

用品や給食、医療、校外活動、修学
旅行などに掛かる費用です。
　対象者の条件や申込方法など詳し
くは、学校を通じて保護者に配布さ
れる「就学援助制度のお知らせ」を
ご覧ください。
担当　　　　　　　　　学校教育課
　1０４６（２５２）８７３９　5０４６（２５２）４３１１

高等学校卒業程度認定試験

　本認定試験は、高等学校を卒業し
ていないなどの事由により、大学な
どの受験資格が無い方に対し、高等
学校卒業者と同等以上の学力がある
かどうかを認定する試験です。合格
者には大学、短期大学、専門学校の
受験資格が与えられます。
○と　き　▽願書受付期間＝４月２７
日（金）～５月１６日（水）▽試験
日＝８月１日（水）、２日（木）

※詳しくは、市役所５階教育指導課
窓口で配布する受験案内をご覧くだ
さい。
担当　　　　　　　　　教育指導課
　1０４６（２５２）８７３２　5０４６（２５２）４３１１

市内の投票区域・投票所等が変更に

　市選挙管理委員会では、市内の投
票区の選挙人登録者数の平準化を図
り、選挙執行の公平性と安全性を確
保するため、今年度に行う選挙から、
市内の一部の区域を対象に投票区域
および投票所の変更をします。また、
市内全域を対象に、投票区の名称を
変更します。
　これにより、今まで２０カ所だった
投票区（投票所）が、２２投票区に増
設され、さらに投票区の名称が、従
来の地域名から“第１投票区”“第
２投票区”と、番号で表示すること
になりました。新しい投票区域と投
票所の詳細は、広報ざまなどで皆さ
んにお知らせしていきます。ご理解
とご協力をお願いします。
担当　　　　選挙管理委員会事務局
　1０４６（２５２）８４８１　5０４６（２５２）８５３２

演劇体験講座「表現力アップ講座」

○と　き　６月２日、９日、１６日、

２３日、３０日、７月７日、１４日、２１
日毎週土曜日午後１時３０分～４時
３０分（全８回）
○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）ほか　

○内　容　普段の何気ない動作の意
味を理解し、演劇だけではなく日
常での表現力アップを目指す

　※演劇未経験者歓迎。
○講　師　梅本あき乃さん
○対　象　中学生以上
○定　員　２０人（多数抽選）
○申込方法　５月１８日（金）までに
電話、ファクスまたはメールで担
当へ

担当　　　　　　　　　生涯学習課
　1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１
電子メールgakusyuu@city.zama. 
kanagawa.jp

健康水中ウオーキング

〇と　き　５月２１日（月）、２３日（水）、
２５日（金）いずれも午後１時３０分
～２時３０分（全３回、５月２１日は
午後１時～）

〇ところ　協栄スイミングクラブ座
間（座間２－２３９）

〇内　容　水中を歩いたり、運動を
したりすることで足腰を強くし、
風邪などをひきにくい体にする

〇対　象　市内在住・在勤者
〇定　員　５０人（申込順）
〇参加費　無料
〇持ち物　水着、水泳帽子、バスタ
オル、ロッカー代１００円（返却制）

〇申込方法　５月１４日（月）までに
電話、ファクスまたは直接担当へ

担当　　　　　　　　　スポーツ課
　1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

骨密度測定会

○と　き　４月２３日（月）
○測定時間　午後１時３０分～３時３０
分ころまで　

○ところ　市民健康センター
○対　象　ここ１年間で一度も骨密
度を測ったことのない２０歳以上の
方

○定　員　４０人（申込順）
○持ち物　健康手帳、筆記用具
　※素足で測定しますので、脱ぎや
すい靴下でご参加ください。

○申込方法　電話で担当へ
担当　　　　　　　　健康づくり課
　1０４６（２５２）７２２５　5０４６（２５５）３５５０

◆子育てわくわく学級 ～あせらず
あわてず しっかりと～

○と　き　①５月１８日②２５日③６月
１日④８日⑤１５日⑥２２日⑦２９日⑧
７月６日⑨１３日いずれも金曜日午
前１０時～１１時４５分（全９回）

○内容（学習テーマ）　①開講式②
子育てと仲間との出会い③感情と
行動Ⅰ④感情と行動Ⅱ⑤仲間と話
そう⑥共に育つ⑦親子のふれあい
⑧暮らしを整える⑨閉講式

○対　象　幼児を持つ親
○定　員　２５人（多数抽選）

平成２４年１月１日～３月３１日
（物件事故を含まず）

※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス1０４６（２５１）１３９９へ。

市内の交通事故件数

消防・救急車出動件数

負傷者死者件数
１９４０１６７２４年
１８１０１６３２３年
＋１３０＋４増減

救急車消防車
１月～３月３月１月～３月３月
１，2 5 5３ 77２０８６５２４年
１，２１４３９３２１２６９２３年
＋ 4 1   －１ 6－４－４増減

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１ 5０４２（７４７）８５４２
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○保　育　あり（おやつ代ほか一人
５００円）
※５月１１日（金）の保育説明会に
出席してください。

○申込方法　５月１日（火）までに
電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ

◆おもちゃ病院
○と　き　５月１２日（土）午前１０時
～正午（受け付けは、午前１１時３０
分まで）

○内　容　壊れたおもちゃの修理
○対　象　小学生以下（保護者同伴）
○定　員　２０人（先着順）
○費　用　無料（部品代は一部実費）
○申込方法　当日直接同センターへ

◆サマーアイランド子ども・おとな
実行委員募集

　夏休み恒例の祭り「サマーアイラ
ンド」の実行委員を募集します。
○第１回実行委員会　５月１２日（土）
午後１時３０分～４時

○内　容　８月１９日（日）に行なう
祭りの企画・準備・運営

　※９月までの間の月１～２回。
○対　象　小学４年生以上
○申込方法　５月１１日（金）までに
電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ

◆小・中学生のための手話教室～手
話でうたおう、はなしちゃおう！

○と　き　５月２６日～７月７日毎週
土曜日午前１０時１５分～正午（６月
３０日、７月７日は午後３時まで。
全７回）

○ところ　東地区文化センター、栗
原ホーム、栗原ホーム第２ケアセ
ンター

○内　容　絵本を使って手話を覚え
る。手話で歌を覚えて、老人福祉
施設で発表会と交流会を行うなど

○対　象　小・中学生
○定　員　３０人（申込順）
○持ち物　筆記用具
○申込方法　５月１２日（土）までに
電話、ファクスまたは直接同セン
ターへ

◆感謝の花をアレンジメント
○と　き　５月１２日（土）午前１０時
～正午

○内　容　母の日のプレゼントにフ
ラワーアレンジメントを作る

○講　師　県立中央農業高等学校フ
ラワーデザイン部ほか

○対　象　市内在住の小学生
○定　員　３０人（多数抽選）
○参加費　８００円（材料代）
○持ち物　筆記用具、タオル２枚、
作品を持ち帰るための袋

○申込方法　４月２７日（金）までに
往復はがき（１枚に一人まで）に
氏名（ふりがな）、学年、住所、
電話番号、「感謝の花参加希望」
と明記の上、同センターへ郵送ま
たは返信用はがきを直接持参

◆こどもの日スペシャル！
○と　き　５月５日（土）午前１０時
～午後３時

○内　容　折り紙、ビーズ、ボール
遊び、ミニクッキング（先着２０人
程度、費用２００円）ほか

○対　象　市内在住の小学生
○入　場　自由
【ボランティア募集】

　市内在住・在学の中学・高校・専
門学校・大学生で折り紙、アイロン
ビーズ、ボール遊び、ミニクッキン
グなどのお手伝いをしていただける
ボランティアを募集します。
○と　き　５月５日（土）午前９時
～午後３時３０分

○募集人数　１０人程度
○応募方法　５月２日（水）までに
氏名、年齢（学校）、住所、電話
番号を電話、ファクスまたは直接
同センターへ

◆トライ！ペーパーフロアーホッケー
○と　き　５月２０日（日）午後１時
～４時

○内　容　新聞紙でスティックを作
り、扱い方やルールを学びゲーム
を楽しむ

○講　師　（有）どんぐりクラブ　佐
藤宏毅さんほか

○対　象　市内在住の小学生と保護
者

○定　員　２４人程度（多数抽選）
○持ち物　新聞紙２日分、牛乳パッ
ク（立体のまま）２本、布ガムテ
ープ、靴下

○申込方法　４月３０日（月）までに
往復はがきまたはファクス用紙に
氏名（ふりがな）、学年（年齢）、
住所、電話（ファクス）番号、「トラ
イ！ペーパーフロアーホッケー」
と明記の上、同センターへ郵送か
ファクス、または返信用はがきを
直接持参

◆こどもシアター
○と　き　４月２２日（日）午前１０時
３０分～正午
○内　容　「ありがとうハーナ」「ム
ーミンぼくは王様だ！」

○入　場　自由

◆親子でバドミントン
○と　き　５月１２日（土）午前９時
３０分～１１時３０分（午前９時開場）
○内　容　ウオーミングアップ、基
本練習、親子対抗ダブルスゲーム

○対　象　小学生と保護者（同伴厳
守）

○定　員　３０組（申込順）
○参加料　５００円（二人一組）
○持ち物　運動のできる服装、室内
用運動靴、タオル、バドミントン
ラケット（お持ちの方）

○申込方法　参加料を添えて事前に
体育館へ（現金の取り扱いは午後
５時まで。電話予約可。ただし１
週間以内に入金を）

◆座間市環境審議会委員を募集
○募集人数　３人
○応募資格　４月１日時点で他の審
議会などの「公募により選考され
た委員」に委嘱されていない２０歳
以上の市内在住・在勤・在学者
※平日昼間の会議に参加できる方
（夜間に開催の場合あり）。

○任　期　２年
○報　酬　市規定にによる
○活動内容　（仮称）座間市環境基
本計画に関する事項を調査・審議

○選考方法　書類審査（結果は応募
者全員に通知。委員に選任された

場合には、市ホームページ上で氏
名を公表します。）
○応募方法　５月２日（水）までに、
所定の用紙に「座間市の環境都市
としての展望について」と題した
小論文（４００字以上８００字以内）を
記入の上、郵送（〒２５２－８５６６座間
市役所環境政策課あて郵送（当日
消印有効）、またはファクスか直
接担当に持参
※所定の用紙は、市役所４階環境政
策課、各出張所、市公民館、北・東地
区文化センター、各コミュニティセ
ンターで配布（市ホームページから
もダウンロード可）
担当　　　　　　　　　環境政策課
　1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３
◆児童ホーム指導員（非常勤職員）
○募集人数　１人
○応募資格　子どもが好きで健康な
　方
○業務内容　小学生の保育業務
○勤務期間　６月１日～平成２５年３
月３１日（再雇用あり）

○勤務日時　月曜～土曜日（祝日、
年末年始を除く）の５日間程度午
後１時～６時３０分

　※土曜日、学校の長期休暇期間中
は午前９時～午後６時３０分。

○勤務場所　市内児童ホーム
○賃　金　市規定による
○応募方法　市販の履歴書（写真張
り付け）に必要事項を記入し、４
月２３日（月）までに本人が担当に
持参
担当　　　　　　　　子育て支援課
　1０４６（２５２）７９６９　5０４６（２５２）７０４３
◆シルバー人材センター会員募集
○応募資格　健康で働く意欲のある
６０歳以上の市内在住者
○説明会　毎月第１・第３・第５木
曜日午前９時～
○入会手続き　毎月第２・第４木曜
日午前９時～（説明会参加者のみ）
○申込方法　電話または直接同セン
ターへ
担当　　　市シルバー人材センター
　1０４６（２５４）５３６１　5０４６（２５１）９２８０

◆譲ります
シングルベッド（木製、引き出し付
き）・小型の水槽（ろ過機、ポンプ
付き）・ソファー（革製、３人掛け）・
電子ピアノ（８８鍵）・ベビー用バス
チェア（未使用）・加湿器・お琴（弦
付き）・ガスファンヒーター（未使
用、プロパンガス用）・生ごみ処理
機・ひな壇（人形付き）
◆希望します
きねと臼・電子レンジ・掃除機・ノ
ートパソコン・洗濯機（家族サイズ）・
ワープロ・自転車（チャイルドシー
ト付き）・石油ストーブ・シンセサ
イザー・こたつ（布団付き）・２段
ベッド・ベビーベッド・子ども用三
輪車・ビデオカメラ・ＣＤラジカセ・
歩行器（介護用）・蓄音機・パン焼
き機・自転車（大人用）・冷蔵庫・
ガステーブル（プロパンガス用）

○初心者弓道教室
▽とき＝５月２０日（日）～７月１６日
（月）原則毎週日曜日（６月１７日と

７月１５日を除く全８回）午後１時３０
分～３時３０分▽ところ＝スカイアリ
ーナ座間▽対象＝１６歳～６５歳▽定員
＝２０人（申込順）▽受講料＝５，０００円
▽申込方法＝往復はがきに住所、氏
名（ふりがな）、生年月日、年齢、
職業（学年）、電話番号、経験者は
段級位を記入の上５月１０日（木）ま
でに郵送▽申込先＝〒２５２－００２７座
間市座間１－３２０６－４座間市弓道協
会・片野▽問い合わせ＝1０４６（２５６）
２４０１（片野）
○小学生初心者水泳教室
▽とき＝１コース：５月１３日（日）、
２コース：１９日（土）、３コース：
２０日（日）いずれも午前８時３０分～
９時３０分▽ところ＝協栄スイミング
クラブ座間▽目的＝水泳の苦手なお
子さんに対して、学校水泳が始まる
前に水泳指導を行い、少しでも自信
を持って水泳の授業に臨めるように
する▽指導内容＝初心者に合ったレ
ベルの水泳指導▽対象＝市内在住の
小学生▽指導員＝協栄スイミングク
ラブ座間スタッフ▽定員＝各コース
５０人（多数抽選）▽参加費＝２００円（保
険料を当日徴収）▽申込方法＝往復
はがきに希望するコース、住所、氏
名、年齢、性別、電話番号、学年を
記入し〒２５２－００２７座間市座間２－
２３９協栄スイミングクラブ座間へ郵
送（複数日程の申し込みはできませ
ん）▽問い合わせ先＝協栄スイミン
グクラブ座間1０４６（２６６）０３４５
○第１０回ぐるーぷ音の輪＆コール・
ムッテルジョイントコンサート
▽とき＝４月２８日（土）午後１時３０
分～▽ところ＝ハーモニーホール座
間大ホール▽曲目＝手紙、ありがと
う、ロマンチストの豚、ムーンリバ
ー、慕情、コーラスラインより“ワ
ン”ほか▽定員＝１,０００人▽入場料
＝１,０００円（中学・高校生は５００円）
▽問い合わせ先＝1０４６（２５３）３２６２
（八代）
○座間市総合体育大会剣道競技の部
▽とき＝６月３日（日）午前９時～
午後５時▽ところ＝スカイアリーナ
座間▽種目＝個人戦（小学１・２年
生、小学３・４年生、小学５・６年
生男子、小学５・６年生女子、中学
生男子、中学生女子、高校生男子、
高校生女子、一般）団体戦（３人制、
中学校男女別）▽対象＝市内在住・
在勤・在学者、市剣道連盟会員▽参加
費＝個人戦８００円、団体戦無料▽申込
方法＝５月１１日（金）までに郵便ま
たは電話で▽申込先＝〒２４２－０００６
大和市南林間７－２５－１1０４６（２７３）
０４０６（土田）
○ダンボール箱で生ごみを堆肥にす
る講座
▽とき＝４月２２日（日）午前１０時～
正午▽ところ＝サニープレイス座間
研修室▽内容＝ダンボール箱を使っ
て台所の生ごみを簡単に堆肥にする
方法▽対象＝市内在住・在勤の方▽
定員＝４０人（申込順）▽申込方法＝
電話または電子メールで1０４６（２５２）
２０４６電子メールkasanami_nobuko 
@yahoo.co.jp（笠波）へ
○ざま弦楽アンサンブル
第１６回ふれあいコンサート
▽とき＝４月２２日（日）午後２時～
４時▽ところ＝ハーモニーホール座
間小ホール▽内容＝弦楽アンサンブ
ルによるニールセン「小組曲」の演
奏など▽入場料＝５００円（中学生以下
と６０歳以上の方は無料）▽参加方法
＝当日直接会場へ▽問い合わせ先＝
1０４６（２５１）３８５０（平尾）

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

青少年センター
〒２５２－００２３立野台１－１－４

1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

図書館
1０４６（２５５）１２１１ 5０４６（２５２）５７０４

スカイアリーナ座間
1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８

不用品バンク 
担当　　広報広聴人権課 

1046(252)8146
5046(252)0220

みんなの広場 
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　市大凧まつり実行委員会では、今年も５月４日と５日に相模川グラウンド
で大凧まつりを開催します。１００畳敷きの大凧の製作も順調に進んでいます。
　また、市大凧保存会では、市のマスコットキャラクターの「ざまりん凧」
（約１．８メートル四方）を製作中です。この凧を揚げてくれる小学生を募集
します。
○と　き　５月４日（金）、５日（土）（いずれか１日を選択）の午前１０時から
　※掲揚時刻は天候、風向きにより変更することがあります。
○ところ　相模川グラウンド
○参加資格　小学生（市外の小学校に在学でも可）
　※当日は汚れても良い服装でお越しください。
○参加費　無料
○定　員　２０人（申込順）
○申込方法　４月２７日（金）までに下記問い合わせ先に電話またはファクス
○問い合わせ先　市観光協会　1０４６（２０５）６５１５　5０４６（２０５）６５１６

　市では、よりよいまちづくりを進めるため、市民活動団体の皆さんと市
が「協働」して地域課題の解決に取り組んでいく相互提案型協働事業を平
成２３年度から実施しています。今年度の相互提案型協働事業は、市民を中
心とした審査会を経て、次のとおり決定しました。
　今後、共に事業を進めていきますので、市民の皆さんも、市民団体と協
働で実施している事業への参加やご協力をよろしくお願いします。

※公民館まつりでは、古本市を開催します。読み終わっていらなくなった
古本がありましたら、まつり前日までに同館にお持ちください。
担当 市公民館　1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６

「市提案型協働事業」
協働団体名内容事業名

座間市写真連盟

ふるさと座間の「再発見」につな
がる風景や生活など、撮影者独自
の視点でとらえた「ざま再発見写
真コンテスト」とその作品展の開
催

ざま再発見写真コンテスト

特定非営利活動法人
さくら百華の道

現在、整備を進めている緑道の植
物の育成保全と緑道公園の維持管
理など

相模が丘なかよし小道再生
事業

ざま災害ボランティ
アネットワーク

市民、自治会役員、市職員を対象
としたワークショップと体験型減
災・災害対応訓練の実施

防災啓発研修会事業

大凧まつり情報大凧まつり情報（（５月４日５月４日・・５日開催５日開催））

大凧会場へのシャトルバスが変わります

　昨年まで市役所～会場間と座間駅前～会場間を結んでいたシャトルバ
スは廃止となります。なお、今回新たに相武台前駅前ロータリー～会場
間を発着するシャトルバスを運行します。
　バス乗車の際は「大凧まつり開催協力金」への募金にご協力ください。
○運行予定　午前９時から午後４時までの間、相武台前駅前ロータリー
　～大凧まつり会場間を１５分～２０分間隔で運行

担当　　　　　　　　　　大凧まつり実行委員会事務局（商工観光課内）
1０４６（２５２）７６０４　5０４６（２５５）３５５０

○展示期間　５月２５日（金）～２７日（日）午前１０時～午後４時（２７日は午
後３時まで）
○ところ　市公民館
○応募資格　原則として座間、入谷、新田宿、四ツ谷、明王、立野台に在
住・在勤の方
○応募受付　５月１２日（土）・１３日（日）の午前１０時～午後４時に同館２
階歴史民族資料室で受け付け
○作品搬入・搬出日時　▽搬入＝５月２４日（木）▽搬出＝５月２７日（日）
午後４時～６月５日（火）午後５時（休館日を除く）
○募集作品・規定　作品には、題名・住所・名前・年齢・電話番号を明記
（雅号の場合は本名を必ず併記）
　※在勤者は事業所名も明記してください。

第第３３１１回回公公民民館館ままつつりり展展示示作作品品募募集集

募集規定募集作品名
近作雑詠　一人２句まで（俳句はＡ３までの短冊使用。俳画は色紙使
用）俳句・俳画

近作雑詠　一人１首まで（色紙使用）短歌
自由題　一人２句まで（短冊使用）川柳
一人１点　日本画・洋画・版画形式（Ｆ１０サイズ以内、額縁などはガ
ラス不可・掛軸は丈１メートル以内）絵画・版画

一人１点　展示可能な作品彫塑・工芸
一人１点　形式などは自由　毛筆・硬筆（仮表装などの場合は丈１メ
ートル以内）書道

一人１点　白黒・カラー（パネル・額縁などサイズはキャビネ～四つ
切・ワイド四つまで）写真

一人１点　展示可能な作品手工芸

進めます！市民と共につくる協働のまち進めます！市民と共につくる協働のまち
～～平平成成２２４４年年度度 相相互互提提案案型型協協働働事事業業がが決決定定～～

「市民活動団体提案型協働事業」
協働団体名内容事業名

回想法プランニング
座間

認知症予防に効果があると言われ
ている「回想法」の講座を開催し、
ボランティアを養成

回想法を利用した介護予防
推進および、地域ボランテ
ィア育成事業（新規事業）

不登校・ひきこもり
居場所　あすなろ

不登校・ひきこもりの居場所の時
間延長やプログラムの充実、臨床
心理士による相談設置など

座間市不登校・ひきこもり
支援活動の推進事業（新規
事業）

ひらけ　ごま
コーディネーターを中心に当事者
自身が抱える問題の対処法を考え
る講座の開催

精神障がい者（当事者）の生
きづらさの対処法事業「べ
てるの当事者研究」（新規
事業）

座間生ごみ堆肥化グ
ループ

堆肥化講座とそのアフターフォロ
ー講座の開催や市助成の生ごみ処
理機など購入者へのアンケート実
施によるアフターフォローなど

生ごみの 堆  肥 化推進事業
たい ひ

「生ごみ資源化で循環型社
会へ」（継続事業）

　自治会は、市民の安全・安心と地域の発展のため、日ごろからさまざま
な活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活動
に支えられています。自治会への加入などにつきましては、自治会総連合
会事務局15０４６（２５２）８７５１までお問い合わせください。
担当 市民協働課　1０４６（２５２）７９６６　5０４６（２５５）３５５０

住みよいまちづくりを目指して（四ツ谷連合自治会）
　四ツ谷は隣りの新田宿と同様、座間で
も歴史ある地区です。
　当会は春秋の美化デ―、盆踊り大会、
どんど焼き、防犯パトロールのほか新田
宿連合自治会と合同でレク大会、コミセ
ン事業への参加協力等の活動を行ってい
ます。特に防犯パトロールは安全・安心
のまちづくりを目指し、地区内を２班に分け、警察、子ども会、交通安
全・防犯指導員等の方々にご協力を頂きながら毎月一回定期的に実施中。
近年、宅地開発や新築マンション等で転入者が増加していますので、こ
うした方々も積極的に自治会に加入して頂くことで地域交流が深まって
いければと思います。今後とも役員一同、もっと気軽に自治会活動に参
加して頂けるような自治会運営を頑張ってまいります。

四ツ谷連合自治会会長　高木和美

　市消防本部では、市民の方の、災害現
場などでの功労に対し、感謝状を贈呈し
ています。去る３月７日に市役所で行わ
れた贈呈式では、市長から次の方に対し
て感謝状が贈られました。

「初期消火協力者」
品川　いく子 さん（相模が丘在住）

担当 消防総務課　1０４６（２５６）２２１２　5０４６（２５６）２２１５

消防協力者に感謝状を贈呈消防協力者に感謝状を贈呈

　今年度新たに制定される条例の一部を前号に引き続き紹介します。詳し
い内容は、市ホームページをご覧になるか担当にお問い合わせください。
◆座間市環境基本条例（平成２４年４月１日施行）
　市民の皆さんが健康で安全かつ快適な生活を営むことのできる環境の保
全と創造についての基本理念、市・市民・事業者の責務、総合的かつ計画
的な環境行政の推進などを定めています。
担当　　　　　　　　　　環境政策課　1０４６（２５２）７６７５　5０４６（２５７）７７４３

◆座間市公有地の拡大の推進に関する法律施行令第３条第３項ただし書の
規模を定める条例（平成２４年４月１日施行）
　公有地の拡大の推進に関する法律による届け出にかかわる事務が権限移
譲により県から市に移管されました。本条例では、都市計画施設の区域内
に所在する土地などを有償で譲渡しようとする場合の届出義務にかかわる
土地の規模を定めています。
担当　　　　　　　　　　財産管理課　1０４６（２５２）８６２６　5０４６（２５５）３５５０

平成２４年度新たに施行される条例平成２４年度新たに施行される条例

～～ざまりん凧を掲揚する小学生募集・ざまりん凧を掲揚する小学生募集・
シャトルバス変更のお知らせ～シャトルバス変更のお知らせ～

自自治治会会トトピピッッククスス
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！地域でただいま活躍中！安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心なななななななななななななななななななななななななななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！安全・安心な地域づくり！

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載

第３１回公民館まつり展示作品募集

平成２４年度新たに施行される条例

担当 市民協働課　1０４６（２５２）８０３５　5０４６（２５５）３５５０
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